
７ 本時の目標 

複合図形の面積を分割や補完の考えを用いて求め，その考え方を説明することができる。【課題解決力】 

８ 準備物 

既習事項の掲示物，掲示用複合図形（児童用，板書用，グループ活動用），ワークシート 
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○既習事項を全体で確認して本時の準備をする。 
（正方形・長方形の面積の公式） 

○，本時の図形を少しずつ見せることで「やってみたい。」 
という興味を持たせる。 

 
○Ｌ字型の図形に正方形や長方形が隠れていることを見つけさせ，

解決の見通しをもたせる。 
 
○見通しが持てたところで課題を設定する。 

 
○２つの図形の面積を求めましょう。 
○Ｌ字型の図形を見て何か気付いたことはないですか。 
○面積を求めるためにはどうすればいいですか。 
 

○長方形正方形の面積を求め，既習事項の確認をする。 
・今日使う公式２つを確認する。 

○既習事項を生かしながら，Ｌ字型の面積を求める方法を考える。 
  ・切ったり補助線をかき込んだりすることを見つける。 

見通す 

○
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と
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まとめ
のような図形の面積は，①分ける ②つぎたす  

などして考えれば，長方形や正方形の面積の公式を 
使って求めることができる。 

この図形の面積を求めましょう。 

次の図形の面積を求めましょう。 

 ４×２＝８ 

 ２×６＝１２ 

 ８＋１２＝２０  

   答え．２０㎠ 

 
○正方形や長方形を見つけて面積を求めましょう。 
補助線を書き込んだり，必要な長さを計ったりしましょう。 

○見つけた分け方からＬ字型の面積を求めましょう。 
○自分の考えた方法を班で交流しましょう。 
○この式はどんなやり方を示しているでしょう。 

○Ｌ字型の図形に補助線をかき込む。 
○分けてたすやり方でＬ字型の面積を求める。 
○班で考え方を交流し，発表する。 
○つぎたしてひくやり方について知る。 

解決する 
 
○まとめをしましょう。 
○今日ならったやり方を使って練習問題をしましょう。 
○振り返りをしましょう。 

○本時の学習のまとめをする。 
○練習問題を解く。（時間があれば二通りのやり方で解かせる。） 
○学習の振り返りをする。 

まとめる 

○まず，分割して求めるやり方に取り組ませて区切り方に 
よって複数のやり方があることを押さえる。  

 （3 分割の考えにも机間指導で軽く触れ認める。） 
○早くできた児童には，他の方法でも求めるように促す。 
○補完するやり方は，児童からでなければ教師から式を提示し， 
どう考えたのかを問いかけ，説明させる。 

○説明の際に，補助線は児童に引かせ，分割や補完した図形に注目

しやすいよう視覚支援のための図形を用意しておく。 
○分割は「分ける」，補完は「つぎたす」という名称をできるだけ

児童から引き出す。 

○学習して分かった二つのやり方を整理し，自分たちが 
知っている公式の形に直す大切さに気付かせる。 

 
■複合図形の面積を分割・補完の考え方を用いて求めている。 
               （ワークシート・発言） 

■面積の公式を使って，複合図形の面積を求めることができる。 

（ワークシート・発言） 

練習問題

 ６×（４＋３＋４）＝６６ 

 ４×３＝１２ 

 ６６－１２＝５４    

 答え．５４㎠ 

・長方形が曲がっている。 
・このままでは公式が使えない。 
・面積がわからない。 

見通し 

気付き 

・公式が使える形を見つける。 
・分けたらいいかもしれない。 

問題 

 ６×６＝３６ 

 ２×４×２＝１６ 

 ３６－１６＝２０  

   答え．２０㎠ 

 ６×４×２＝４８ 

 ２×３＝６ 

 ４８＋６＝５４    

 答え．５４㎠ 

公式が使えるように工夫して，面積を求めよう。 課題 

 ①３×３＝９ 

 ②２×７＝１４ 

①＋② 

９＋１４＝２３ 

答え．２３㎠ 

分ける つぎたす 

 ①２×４＝８ 

 ②５×３＝１５ 

①＋② 

８＋１５＝２３ 

答え．２３㎠

 ①５×７＝３５ 

 ②３×４＝１２ 

①－② 

３５－１２＝２３ 

答え．２３㎠


